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新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ

り
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

Ｔ
技
術
の
導
入

が
加
速
し
て
い

ま
す
。
テ
レ
ワ

ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、

ド
ロ
ー
ン
宅
配
、
遠
隔
診
療

な
ど
。
ま
た
、
他
に
も
会
計

ク
ラ
ウ
ド
、
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
、
Ａ
Ｉ
の
活
躍
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
▼
「
無
人
化

で
き
る
の
な
ら
自
治
体
労
働

者
も
減
ら
せ
る
の
で
は
」
と

い
う
議
論
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
Ａ
Ｉ
に
は
判
断
に
必

要
な
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
▼

コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
へ
の
健

康
観
察
の
方
法
に
、
ア
プ
リ

で
確
認
す
る
と
い
う
方
法
が

あ
り
ま
す
が
「
は
い
」「
い

い
え
」
だ
け
の
入
力
情
報
か

ら
は
見
え
て
こ
な
い
、
専
門

職
が
患
者
本
人
と
や
り
取
り

を
重
ね
る
こ
と
で
、
病
状
悪

化
の
兆
候
が
わ
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
災
害
対
策
も
同

じ
で
、
緊
急
時
に
な
る
ほ

ど
、
人
を
救
う
の
は
人
の
判

断
。
平
常
時
か
ら
の
人
と
人

と
の
関
係
づ
く
り
が
、
発
災

時
の
救
命
に
つ
な
が
り
ま

す
。
便
利
な
機
器
の
導
入
を

拒
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
人
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
▼
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
を
職
場
か
ら
自
治
体

の
役
割
を
見
つ
め
直
す
き
っ

か
け
と
し
「
目
の
前
の
業
務

を
ど
う
処
理
す
る
か
」
で
は

な
く
「
ど
う
す
れ
ば
住
民
が

安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
」
を
考
え
て
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
。

�

（
う
）

　まず労働組
合への加入から　

　

事
業
見
直
し
案
は
、
こ
れ

ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

取
り
組
み
（
感
染
症
の
拡
大

防
止
、
く
ら
し
と
経
済
を
支

え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
強
化
）
を
踏
ま
え
「
第
二

波
、
第
三
波
の
到
来
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的

な
視
点
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
、
府
民
の
い
の
ち
を
守

る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
く
ら

し
や
経
済
活
動
を
し
っ
か
り

や
組
織
・
人
員
体
制
に
つ
い

て
、
緊
急
避
難
的
に
見
直
し

を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

へ
の
シ
フ
ト
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
な
取
組
み
の
方
向

性
を
示
す
」
こ
と
を
目
的
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に

注
力
を
す
る
に
あ
た
り
、
感

染
拡
大
リ
ス
ク
の
高
い
事
務

事
業
や
必
ず
し
も
今
年
度
に

実
施
す
る
必
要
の
な
い
事
務

事
業
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
う
」
と
し
、
府
民
の
安

全
・
安
心
に
関
わ
る
も
の
や

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
対
策

等
を
除
い
て
「
３
密
対
策
に

課
題
が
あ
り
、
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
事
務

事
業
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
以
前
の
社
会
経
済
情

勢
を
前
提
と
し
て
お
り
、
事

業
実
施
の
前
提
が
大
き
く
変

◦�

中
学
生
学
び
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
「
成
案
化
ま
で
に
判

断
す
る
事
業
候
補
」と
し
て
、

◦�

副
首
都
推
進
本
部
会
議
等

運
営
負
担
金

◦
８
８
０
万
人
訓
練

◦�

２
０
２
５
年
日
本
万
国
博

覧
会
推
進
事
業
（
11
月
Ｂ

Ｉ
Ｅ
総
会
、
パ
ビ
リ
オ
ン

関
係
）

◦�

御
堂
筋
オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ

ィ
ー
関
連
事
業

◦�

御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
事
業

◦�

大
阪
マ
ラ
ソ
ン

◦�

鉄
道
地
震
防
災
対
策
事
業

◦�

可
動
式
ホ
ー
ム
柵
整
備
事

業
◦�

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
事
業
費

（
維
持
管
理
）

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
も
、
今
後
、
部
局
と

調
整
し
必
要
に
応
じ
て
、
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

府
職
労
は
、
引
き
続
き
、

職
員
の
安
全
と
労
働
条
件
の

確
保
を
求
め
る
と
同
時
に

「
事
業
見
直
し
案
」に
あ
る
よ

う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
二

波
、
第
三
波
の
到
来
も
想
定

し
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
府

民
の
い
の
ち
を
守
り
、
く
ら

し
と
経
済
活
動
を
支
え
る
府

政
の
実
現
を
強
く
求
め
、
今

後
も
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

と
支
え
る
こ
と
に
最
大
限
の

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
、「
令
和
２
年
度

当
初
で
編
成
し
た
事
務
事
業

く
ら
し
と
経
済
支
え
る
こ
と
に

最
大
限
の
力
を
注
ぐ

新
型
コ
ロ
ナ
前
の
社
会
経
済
情
勢
を

前
提
と
し
た
事
業
は
原
則
見
直
し

　

事
務
事
業
の
考
え
方
と
し

て
、
⑴
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
を
防
止
し
、
府
民
の
い

の
ち
を
守
り
、
く
ら
し
と
経

済
活
動
を
支
え
る
、
⑵
新
し

い
生
活
様
式
を
見
据
え
た
、

令
和
２
年
度
当
初
事
業
の
転

換
の
検
討
、
⑶
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
財
源
・
人
的
資
源
を

シ
フ
ト
す
る
た
め
、
令
和
２

年
度
当
初
事
業
に
つ
い
て
緊

急
避
難
的
な
見
直
し
を
掲

　

５
月
20
日
、
大
阪
府
は
「
令
和
２
年
度
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
検
討
状
況
報
告
〈
会
議
と
り
ま
と

め
案
〉）（
以
後
「
事
業
見
直
し
案
」
と
言
う
）」
を
各
部
局
に
通
知
し
、
各
部
局
や
議
会
を
通
じ
て
議
論
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
見
直
し
案
は
、
４
月
臨
時
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
副
知
事
と
担
当
３
部
長
（
政
策
企
画
部

長
、
総
務
部
長
、
財
務
部
長
）
で
構
成
す
る
「
事
務
事
業
シ
フ
ト
会
議
」
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
今
後
、

議
会
等
で
議
論
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
と
調
整
し
、「
令
和
２
年
度
事
務
事
業
シ
フ
ト
（
案
）」
を
取
り

ま
と
め
、
９
月
議
会
に
示
す
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
組
織
・
人
員
体
制
に
つ
い
て
も
並
行
し
て

随
時
、
充
実
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
10
日
に
は
、
事
務
事
業
を
緊
急
避
難
的
に
見
直
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
財
源
・
人
的
資
源

を
シ
フ
ト
す
る
た
め
「
事
務
事
業
シ
フ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
も
設
置
し
て
い
ま
す
。パ

ソ
コ
ン
一
斉
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
や

万
博
関
連
も
見
直
し
対
象 化

し
た
こ
と
で
、
事
業
効
果

が
見
込
め
な
い
事
務
事
業
」

な
ど
は
原
則
と
し
て
見
直
す

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
に
も
と
づ

き
、
大
阪
府
は
「
見
直
し
事

業
候
補
」
と
し
て
、

◦�

２
０
２
５
年
日
本
万
国
博

覧
会
推
進
事
業
（
６
月
Ｂ

Ｉ
Ｅ
総
会
、
ド
バ
イ
博
Ｐ

Ｒ
活
動
）

◦�

パ
ソ
コ
ン
一
斉
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
◦�
咲
洲
庁
舎
改
修
工
事
（
高

層
階
の
環
境
整
備
等
）

◦
税
務
シ
ス
テ
ム
事
業

◦�

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
（
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
推
進
事
業
）

◆事務事業の考え方【令和２年度府政運営の現時点の方向】

◆�限られた財源・人的資源を新型コロナへシフトするため、令和２年度事業について見直しを実施。
◆�併せて、実施する既存事業についても、新しい生活様式を踏まえた事業スキームへ変更。

⑴新型コロナの感染拡大を防止し、府民のいのちを守り、くらしと経済活動を支える
○�新型コロナを早期に収束させ、深刻な影響が生じている府民生活や経済活動を回復軌道に乗せるた
めの対策を積極的に実施する。
・検査・医療体制の整備・強化対策
・府民生活を支えるセーフティネット対策、府民の安全安心に関わる事業
・経済の立て直し、経済活動の維持に必要な事業　　・反転期を見据えた即効性のある取組み　等

⑵新しい生活様式を見据えた、令和２年度当初事業の転換の検討
○�令和２年度当初で措置された事務事業のうち、今般の新型コロナを踏まえて、新しい生活様式に対
応した組み換えを行う。
・新型コロナを踏まえた新たな教育環境の整備　　・府民の安全安心に関わる事務事業
・経済の維持に必要な事務事業　　・その他、今年度に必ず実施しなければならない事業　等

⑶新型コロナ対策に財源・人的資源をシフトするため、令和２年度当初事業について緊急避難的な見直し
○�新型コロナに注力をするにあたり、感染拡大リスクの高い事務事業や、必ずしも今年度に実施する
必要のない事務事業などについて見直しを行う。
・�新型コロナの影響により、現時点で実施が困難など当初スケジュールの見直しが必要な事務事業
・�新型コロナの感染拡大防止や新しい生活様式の観点から、実施を見わせることが適当な事務事業
・事業の緊急避難的な見直しを行っても、府民生活等に重大な影響が生じない事務事業　等

げ
、
具
体
的

に
は
「
検
査

・
医
療
体
制

の
整
備
・
強

化
対
策
」

「
府
民
生
活

を
支
え
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
対

策
、
府
民
の

安
全
安
心
に

関
わ
る
事

業
」「
経
済
の

立
て
直
し
、

経
済
活
動
の

維
持
に
必
要

な
事
業
」
な

ど
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

◆新型コロナ対策の取組状況
【全庁的な応援体制】

【新型コロナ対策業務へのシフト
（イメージ）】

○�新型コロナ対策に全庁挙げて取組むため、部局横断的に危機管理室、健康医
療部へ約140名の応援職員を投入。さらに、各部局においても、既存の事務
事業の見直し等により、新型コロナ対策業務へ人員をシフト。

危機管理・健康医療（約1,000人）
※�その他部局からの応援を含め約
1,140人

その他部局（約7,400人）
※�危機管理・健康医療への応援を
除き約7,260人

《危機管理室・健康医療部への応援》 《その他部局におけるコロナ対策業務》

新型コロナウイルス
対策業務
（約600人）

継続業務

見直しが可能な業務

新型コロナウイルス
対策業務

（約1,100人）

継続業務
・児童虐待対応・災害対応
・インフラ維持管理 など

見直しが可能な業務
（・内部管理・イベントなど）

○休業要請支援（約250名）
○コロナスワットチーム（約45名） など
※�今後、中小企業休業要請外支援金（仮称）
にも人員のシフトを検討

危機管理・健康医療
への応援（約140人）

○感染症対策チーム（約60名）
○保健所（約30名）
○宿泊施設担当（約35名） など

（ （ ））

（ ）

府民のいのちを守り、
くらしと経済活動を支える大阪府政に

新型コロ
ナの

感染拡大
防止

大阪府が「令和２年度事務事業の見直しについて」を公表


